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日
田
高
生
が
最
高
賞� （
全
国
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
）

　

七
月
二
十
七
・
二
十
八
日
に
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
七
十
一
回
全
国
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
大

会
宮
崎
大
会
」
の
「
ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
部
」
に

家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
班
の
三
名
（
三
年
梶
原
煌
希
・
小
野

暖
孝
・
三
木
楓
）
が
出
場
し
、
文
部
科
学
大
臣
賞
（
最

高
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
一
人
暮
ら
し
の
祖
母
の
安
全
の
た
め
に
自
分
が
す
べ
き
こ

と
～
三
世
代
で
過
ご
す
未
来
の
た
め
に
～
」
を
テ
ー
マ
に
住

民
向
け
の
ポ
ス
タ
ー
や
避
難
経
路
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た

め
の
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
を
作
成
す
る
な
ど
、
自
身
の
祖
母

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
行
政
や
地
域
を
巻
き
込
ん
で
の
研
究

活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
審

査
員
で
あ
る
宮
崎
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
伊
波
富

久
美
氏
よ
り
「
孫
が
こ
の
よ
う
に
自
分
の
こ
と
を
思
い
、
研

究
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
一
人
暮
ら
し
の
お
祖
母
様
に
は
心

温
ま
る
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
高
校
生
の
無
意
識
的
な
『
未

来
は
明
る
い
』
と
い
う
感
覚
か
ら
、『
も
う
十
分
生
き
た
』
と

い
う
高
齢
者
の
思
い
に
触
れ
、
他
者
を
思
い
や
る
こ
と
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
、
視
野
を
広
げ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
研
究

で
あ
る
。」
と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
に
お
い
て
、
多
く
の
方
か
ら
祝
福
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
後
の
家

庭
ク
ラ
ブ
活
動
、
そ
し
て
日
田
高
生
の
活
躍
に
ぜ
ひ
繋
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
家
庭
ク
ラ
ブ
顧
問
・
森　

佐
和
美
）

＜ 2024年１月発行 ＞

日田市長を表敬訪問
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発
展
を
応
援
す
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

四
十
八
歳
の
若
手
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
感
激

し
た
一
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ご
協
力
ど

う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
る
陽

柳
会
総
会
の
延
期
に
伴
い
（
令
和
四
年
八

月
二
十
一
日
予
定
）
を
、
令
和
五
年
二
月

十
二
日
に
無
事
開
催
出
来
ま
し
た
こ
と
を

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
校
四
十
四
回
生
の
三
十
七
名
の
強
力

な
卒
業
三
十
回
生
の
一
丸
と
な
っ
た
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
中
、
高
校
二
十
二
回
生
、

二
十
三
回
生
、
二
十
四
回
生
、
定
時
十
八

回
生
、
十
九
回
生
、
二
十
回
生
の
人
数
制

限
を
し
た
中
で
の
開
催
に
久
し
ぶ
り
に
開

催
出
来
た
喜
び
と
笑
顔
で
総
会
・
懇
親
会

を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ホ
ー

ミ
ー
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
歌
声
に
観
衆
も

圧
倒
さ
れ
、
ま
た
、
迫
力
あ
る
ベ
リ
ー
ダ

陽
柳
会　

会
長園

田　
　

匠

陽
柳
会
名
誉
会
長
（
校
長
）

池
邉  
裕
司

関
東
陽
柳
会　

会
長

渡
辺
真
一
郎

関
西
陽
柳
会　

会
長

竹
本　

菊
郎

福
岡
地
区
陽
柳
会　

会
長

村
上　

英
之

大
分
陽
柳
会　

会
長

深
野　

義
泰

陽
柳
会
熊
本
支
部　

会
長

倉
富　

昭
彦

陽
柳
会
玖
珠
支
部　

会
長

武
石　

啓
治

陽
柳
会
県
北
支
部　

会
長

川
内
八
千
代

陽
柳
会
日
田
市
役
所
支
部　

会
長

髙
倉　

保
徳

謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を

謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を

��

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
五
類

の
扱
い
と
な
り
、
全
国
各
地
で
様
々
な

行
事
が
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
幾
ら
か
日

常
生
活
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
陽
柳
会

本
部
と
致
し
ま
し
て
も
八
月
二
十
七
日
に

ご
来
賓
二
十
一
名
の
皆
様
を
迎
え
、
総
勢

一
九
〇
名
の
参
加
を
頂
き
ま
し
て
盛
大
に

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
年
の

担
当
学
年
は
四
十
五
回
生
阿
部
一
徳
氏
を

含
む
四
十
名
の
若
手
の
力
強
い
結
束
の
も

と
、
令
和
四
年
度
の
総
会
に
引
き
続
き
、

ン
ス
の
踊
り
も
会
場
内
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。

　

卒
業
五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
に

は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
今
後
共
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

大
変
心
強
い
メ
ン
バ
ー
の
総
会
に
な
り
ま

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
日
田
高
校

音
楽
部
の
爽
や
か
な
歌
姫
達
の
歌
声
三

曲
に
、
会
場
の
皆
様
も
時
間
を
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
青
春
時
代
の
ペ
ー
ジ

を
醸
し
出
す
素
晴
ら
し
い
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　

卒
業
三
十
周
年
に
総
会
の
担
当
学
年
に

な
る
シ
ス
テ
ム
は
、
ま
さ
し
く
日
田
高
校

の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
未
来
に
向
け
た

　

令
和
五
年
度
陽
柳
会
で
左
記
の
通
り
役
員

改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
体
制
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

新
会
長
に
高
三
十
六
回
園
田 

匠
氏
、
新

事
務
局
長
に
高
二
十
六
回
渕 

清
美
氏
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

更
に
、
今
回
顧
問
に
前
会
長
の
伊
藤
哲
司

氏
、
前
副
会
長
の
武
内
眞
司
氏
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
こ
と
も
お
伝
え
し
て
お
き
ま
す
。

　

事
務
局
員
も
高
四
十
一
回
渡
辺
真
由
美
さ

ん
か
ら
高
三
十
四
回
諌
山
育
江
さ
ん
に
引
き

継
が
れ
ま
し
た
。

　

渡
辺
さ
ん
に
は
四
年
間
に
わ
た
り
、
真
摯

に
陽
柳
会
事
務
局
を
支
え
て
下
さ
い
ま
し

た
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る

令
和
四
年
度
陽
柳
会
総
会
・
懇
親
会
の
開
催

令
和
四
年
度
陽
柳
会
総
会
・
懇
親
会
の
開
催

令
和
五
年
度
陽
柳
会
総
会
・
懇
親
会
の
開
催

日田市田島２丁目大原神社上ル
TEL 0973(24)7577（代）･FAX (22)8388

山 里 料 理

（登録商標）

大原神社参拝･初参り･七五三祝いに…
イスとテーブルのお席もご用意できます。

法事料理も承ります。

㈲原田プロパン

システムキッチン・システムバス販売・施工
および器具販売・メンテナンス
各種メーカー対応します！

日田市玉川町 1-5

☎ 22－3648  FAX 24－2688

令
和
五
年
度
陽
柳
会
役
員
改
選
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収入の部 （単位：円）

項　　　目
予　　算　　額

決算額 増　減
当　初 更正増減 計

繰越金 652,835 652,835 652,835 0
同窓会費 2,914,200 2,914,200 3,096,688 182,488
入会金 1,000,000 1,000,000 985,000 △ 15,000
雑収入 432,965 432,965 738,572 305,607

合　　　計 5,000,000 5,000,000 5,473,095 473,095

支出の部

項　　　目
予　　算　　額

決算額 増　減
当　初 更正増減 計

事　業　費 3,170,000 3,170,000 3,368,941 198,941
会 報 発 行 費 2,300,000 2,300,000 2,507,571 207,571
記 念 品 170,000 170,000 161,370 △ 8,630
学校部活補助金 700,000 700,000 700,000 0

会　議　費 260,000 260,000 230,032 △ 29,968
総 会 費 140,000 140,000 134,000 △ 6,000
役 員 会 議 費 120,000 120,000 96,032 △ 23,968

事　務　費 820,000 820,000 802,490 △ 17,510
事 務 局 費 500,000 500,000 485,928 △ 14,072
事 務 消 耗 費 60,000 60,000 91,948 31,948
旅 　 費 240,000 240,000 202,320 △ 37,680
通 信 費 20,000 20,000 22,294 2,294
備 品 費 0 0 0 0

慶　弔　費 220,000 220,000 211,494 △ 8,506
雑　　　費 20,000 20,000 16,742 △ 3,258
積　立　金 500,000 500,000 300,000 △ 200,000
予　備　費 10,000 10,000 0 △ 10,000

合　　　計 5,000,000 5,000,000 4,929,699 △ 70,301
収　入 支　出 繰越金

5,473,095 － 4,929,699 ＝ 543,396円

 令和４年７月１日～令和５年６月30日
令和４年度　陽柳会　会計決算書

会費納入のお願い会費納入のお願い
�　平素より陽柳会の運営にご理解・ご協力いた
だきありがとうございます。
　陽柳会の各事業は皆様の年会費によって支え
られています。
　陽柳会が母校を支え、会員相互の親睦と啓発
を支える事業を継続・発展できますよう、皆様
のご協力をお願いします。
　母校へは、毎年、部活動支援として70万円、
また、周年行事ごとに1,000万円の寄付を行って
おります。

◎�年会費は1,000円です。複数年分まとめてでも
結構ですので、同封の振込用紙により納入く
ださい。

　�郵便振込については、一件当たり110円の振
込手数料が必要となります。

　
　なお、他の金融機関からゆうちょ銀行への振り
込みもできます。詳しくは最寄りの金融機関にお
尋ねください。（振込手数料が必要となります）
　ゆうちょ銀行の口座番号等は下記のとおりです。
　
銀行名 ゆうちょ銀行
金融機関コード 9900
店番 179
預金種目 当座
店名 一七九店（イチナナキユウ店）

口座番号 0027810

　ご不明の点は、同窓会事務局までお問い合わ
せ下さい。

＜問い合わせ先＞
〒877-0025　大分県日田市田島２丁目9-30
大分県立日田高等学校陽柳会事務局
TEL 0973-23-0166　FAX 0973-23-0167

創立100周年記念誌・記念DVD・
陽柳会名簿の販売について

日田高校創立100周年を記念し、記念誌・
記念ＤＶＤ・陽柳会名簿を発刊しました。
陽柳会本部に在庫がありますので、ご希望
の方は下記までお申し込みください。
なお、数に限りがありますので、申し込み
は先着順となりますことをご了承ください。
●100周年記念誌 	  3,500円（送料込）
●記念DVD 	  2,000円（送料込）
●陽柳会名簿 	  5,500円（送料込）

＜申込先＞
〒877-0025　大分県日田市田島２丁目9-30
大分県立日田高等学校陽柳会事務局
TEL 0973-23-0166　FAX 0973-23-0167

日田市中城町 3-52
TEL 0973-23-8090

末松どうぶつ病院
末松 弘彰（高校14回）
末松 正弘（高校50回）

㈱ AMC

株式
会社

住まいの水と明かり

ご家庭のキッチン
お風呂・電気のトラブル解決！

リフォームはまかせて安
心！

日田市清岸寺町1033-1
　0120-361-601

カードでのお買物もどうぞお気軽に

寝具とインテリア

日田市元町駅前通り・TEL(0973)22-2520( 代 )

陽
柳
会
報
の
発
行
に
つ
い
て

重
要

　

陽
柳
会
の
活
動
は
、
会
員
皆
様

か
ら
の
年
会
費
と
卒
業
生
か
ら
の

入
会
金
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

陽
柳
会
事
務
局
と
致
し
ま
し
て

は
経
費
節
減
を
心
掛
け
て
い
ま
す

が
、
昨
今
の
少
子
化
に
伴
う
生
徒

数
の
減
少
や
会
員
皆
様
か
ら
の
会

費
収
入
の
減
少
、
並
び
に
印
刷
費

や
発
送
費
等
の
物
価
高
騰
に
よ

り
、
会
報
の
発
行
が
厳
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
過
去
五
年

間
、
会
費
の
納
入
が
連
続
し
て

滞
っ
て
い
る
会
員
の
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
の
会
報
に
て
ご
案

内
の
う
え
、
本
年
よ
り
会
報
の
発

送
を
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
更
な
る
経
費
削
減
に
努

め
る
所
存
で
す
が
、
会
員
の
皆
様

に
は
年
会
費
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
陽
柳
会
の
運
営
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

予
告

総会のご案内

◇日　時 　　 令和６年８月18日（日）
　　�　　　　  10時から受付・写真撮影／11時から総会開会
◇場　所 　　 マリエールオークパイン（日田市日ノ出町１―１）
◇卒業50周年 	  全日制26回生　定時制22回生
◇総会・懇親会当番 	  全日制46回生

◉令和６年度陽柳会総会◉
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会
員
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
陽
柳
会
活
動
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

常
任
理
事
会
で
の
推
薦
を
受
け
、
令
和
五
年

八
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
総
会
に
お
い
て
、
伊
藤

前
会
長
の
後
を
受
け
て
第
九
代
の
会
長
職
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
高
校

三
十
六
回
生
の
園
田
匠
と
申
し
ま
す
。

　

全
国
約
三
二
、〇
〇
〇
名
の
会
員
の
皆
様
が
活

躍
し
て
い
る
陽
柳
会
、
歴
代
会
長
が
築
い
て
こ
ら

れ
た
伝
統
と
歴
史
を
考
え
る
と
、
そ
の
責
任
の
大

き
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
母
校
日
田
高
校
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
三
年
十
月
十
五
日
に
創

立
一
〇
〇
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
大
き
な

節
目
を
迎
え
、
新
た
な
歴
史
を
刻
み
始
め
て
い
ま

す
。
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
頂
き
ま
し
た
寄
付
金
を

使
わ
せ
て
頂
き
、
記
念
事
業
と
し
て
母
校
に
贈
呈

し
ま
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
や
、
生
徒
海
外
留
学
支
援

補
助
金
等
、
生
徒
た
ち
に
大
い
に
有
効
活
用
し
て

頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
現
在
の
社
会
情
勢
、
少
子
化

問
題
、
市
外
へ
の
高
校
進
学
等
、
日
田
高
校
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、

同
窓
会
の
本
来
の
目
的
で
あ
り
ま
す
、
会
員
相
互

の
交
流
と
親
睦
を
図
り
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携

し
て
い
く
こ
と
が
、
母
校
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
た

め
の
大
き
な
力
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
窓
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、
生
徒

減
少
に
よ
る
同
窓
会
入
会
者
の
減
少
、
年
会
費
の

徴
収
減
少
等
、
厳
し
い
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
役
員
の
皆
様
は
じ

め
、
全
国
各
地
の
同
窓
生
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
微
力
な
私
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
同
窓
会
の
更
な
る
発
展
の
為
に

誠
心
誠
意
も
っ
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
と
共
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

陽
柳
会
会
長
挨
拶会長

　
園
田
　
匠

　

会
長
と
し
て
初
の
関
東
陽
柳
会
の
総
会
・
懇

親
会
を
昨
年
九
月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
昨
年
は
三
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
が
、「
個

食
」「
ア
ク
リ
ル
板
設
置
」「
お
酌
・
ご
返
杯
は

自
粛
」「
イ
ベ
ン
ト
自
粛
」
等
大
き
く
制
約
が
あ

る
中
で
の
開
催
で
し
た
が
、
昨
年
九
月
は
完
全

版
。
イ
ベ
ン
ト
も
ゲ
ス
ト
に
コ
ー
ジ
ー
大
内
さ

ん
を
お
招
き
し
、「
日
田
弁
ブ
ル
ー
ス
」
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
大
変
盛
況
で
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
、
日
田
に
関
わ
る
こ
と
で
嬉
し

か
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
五
月
の
川
開
き
観
光
祭
に
て
個
人

的
に
初
体
験
の
屋
形
船
を
貸
し
切
り
、
同
級
生

二
十
人
程
度
と
当
時
の
国
語
担
当
か
つ
担
任
の

工
藤
先
生
を
お
招
き
し
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
こ
と
で
す
。
工
藤
先
生
に
も
二
十
数
年
ぶ
り

に
お
会
い
で
き
、
お
姿
・
お
話
等
、
ま
だ
ま
だ

お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
が
大
変
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
当
時
の
英
語
の
担
当
の
永

松
先
生
が
叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
叙

勲
自
体
は
二
〇
二
〇
年
で
す
が
、
昨
年
十
月
に

祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
お
父
上
も

叙
勲
さ
れ
て
お
り
、
親
子
で
の
叙
勲
は
大
変
希

少
だ
そ
う
で
す
。
永
松
先
生
と
言
え
ば
、
テ
ス

ト
の
点
数
が
悪
い
と
椅
子
の
上
で
の
正
座
等

諸
々
お
仕
置
き
が
あ
り
ま
し
た
。
お
お
ら
か
な

時
代
で
し
た
の
で
許
容
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
完
全
に
ア
ウ
ト
で
し
ょ
う
。
個
人
的
に

は
の
ん
び
り
と
し
た
性
格
で
、
切
羽
詰
ま
ら
な

い
と
や
ら
な
い
の
で
、
お
仕
置
き
の
良
し
悪
し

は
別
に
し
て
、
が
け
っ
ぷ
ち
に
追
い
込
ま
れ
る

こ
と
で
、
今
に
し
て
思
う
と
潜
在
能
力
を
顕
在

化
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
す
。
お
か
げ
様

で
苦
手
だ
っ
た
英
語
の
成
績
も
急
上
昇
し
、
希

望
大
学
に
入
学
で
き
、
永
松
先
生
に
は
大
変
感

謝
し
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
に
も
何
度
か
お
伺
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
引
き
続
き
日
田
に
思
い
を

馳
せ
な
が
ら
、
東
の
ミ
ヤ
コ
で
ア
ク
セ
ク
し
な

が
ら
九
州
に
帰
れ
る
日
を
夢
見
て
い
ま
す
。

関
東
陽
柳
会

　
会
長
　
渡
辺
真
一
郎

　

陽
柳
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清

栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
よ

り
本
校
教
育
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
学
校
で
は
生
徒
た
ち
が
文
武
両
道
の

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
夢
実
現
に
向
け
て
努
力
を

重
ね
て
い
ま
す
。
全
日
制
で
は
、
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
事
業
が
三
期
三
年
目

を
迎
え
、
生
徒
は
主
体
的
に
課
題
意
識
を
持
ち
、

仲
間
と
協
働
し
て
、
探
究
的
な
学
び
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
部
活
動
で
は
、
弓
道
部
女
子
や

ボ
ー
ト
部
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
。
器
楽
部

が
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
小
編
成
の
部
で
金
賞
、
南

九
州
大
会
に
出
場
。
ま
た
、
家
庭
ク
ラ
ブ
の
全

国
研
究
発
表
大
会
で
は
「
文
部
科
学
大
臣
賞
」

（
全
国
一
位
）
に
輝
き
、
県
民
表
彰
も
受
賞
し
ま

し
た
。
定
時
制
は
、
実
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力

に
対
応
す
べ
く
、
学
習
面
の
み
な
ら
ず
体
育
祭

や
生
活
体
験
発
表
会
等
の
行
事
に
も
力
を
入
れ

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

後
輩
た
ち
の
活
躍
な
ら
び
に
母
校
の
様
子

は
、
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。
今
後
と
も
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご
支
援
・

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

校
長
　
池
邉
　
裕
司

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
と
共
に
夢
見
た
高
校
生
活

　

こ
の
欄
に
〝
何
か
書
い
て
！
〟
と
い
う
不
思

議
な
矢
が
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
何
で
も
光
栄
な

こ
と
と
受
け
と
め
る
、
高
齢
の
厚
か
ま
し
さ
で
、

応
諾
し
ま
し
た
。

　

私
は
高
校
六
回
の
卒
業
生
で
す
か
ら
、
母

校
を
巣
立
っ
て
七
〇
年
を
迎
え
ま
す
。「
み
ど

り
、
あ
ふ
る
る
、
こ
こ
の
え
の
…
」
と
い
う
新

し
く
制
定
さ
れ
た
校
歌
を
初
め
て
唱
え
た
世
代

で
す
。
七
〇
年
の
歳
月
と
共
に
色
々
あ
っ
た
高

校
生
活
が
懐
か
し
く
想
い
出
さ
れ
ま
す
。
特
に
、

『
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
の
青
春
期
』
を
は
じ
め
数
々
の
著

述
で
高
校
時
代
を
活
写
し
て
く
れ
た
畑
正
憲
の

逝
去
に
は
胸
を
突
か
れ
ま
す
。
我
を
忘
れ
て
夢

中
に
な
る
の
を
、
日
田
で
は
「
の
ぼ
せ
る
」
と

云
わ
れ
ま
し
た
が
、
高
校
生
活
の
象
徴
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
格
別
の
充
実
感
で
し
た
。

関
西
陽
柳
会�

　
今
村
　
稔

支
部
便
り

〒877-0015　日田市豆田町 14-３
TEL・FAX0973-22-3592

クラフト・ギフト・ギャラリー

日田の里

医療法人

中川泌尿器科
理事長 中川克之　院長 吉井愼一

info@nakagawa-ur.net
  ☎ 0973-24-5255

FAX 0973-22-7408 
日田市大字上野町泉 601-1

TEL 0973-23-9360
URL:http://www.sofuren.com

焼
き
そ
ば
に
恋
し
て



（5）陽柳会報
　

陽
柳
会
・
在
校
生
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

猛
威
を
振
る
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
「
五

類
」
移
行
と
な
り
、
疲
弊
し
た
経
済
か
ら
活
発

経
済
へ
と
回
復
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
界
も
①
Ｗ
Ｂ
Ｃ
野
球
②

男
・
女
サ
ッ
カ
ー
③
男
・
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
④
ラ

グ
ビ
ー
⑤
世
界
陸
上
⑥
Ｕ

－

18
野
球
等
々
、
個

人
で
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
大
谷
選
手
の
二
刀
流
な
ど
日

本
人
選
手
の
活
躍
振
り
は
世
界
も
感
嘆
す
る
よ

う
な
結
果
を
出
し
誇
り
高
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
夏
の
甲
子
園
大
会
は
慶
応
高
校
が
優

勝
し
ま
し
た
。
あ
の
ア
ル
プ
ス
席
を
揺
る
が
す

大
応
援
団
や
「
若
き
血
」
の
応
援
歌
な
ど
は
大

学
野
球
を
ほ
う
ふ
つ
す
る
シ
ー
ン
で
し
た
。
そ

し
て
自
由
な
野
球
・
長
髪
等
、
今
ま
で
の
高
校

野
球
の
伝
統
を
変
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
も
話

題
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
も
六
十
三
年
前
の
昭
和
三
十
五
年
夏
の
高

校
野
球
大
分
県
予
選
に
出
場
し
代
表
校
と
し
て

中
九
州
大
会
ま
で
駒
を
進
め
た
こ
と
が
走
馬
灯

の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

わ
が
母
校
も
甲
子
園
の
大
分
県
予
選
が
開
催

さ
れ
出
場
し
ま
し
た
が
、
健
闘
む
な
し
く
一
回

戦
で
４

－

11
の
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
の
敗
戦
で
し

た
。

　

紙
面
で
は
「
日
田
高
野
球
部
十
名
で
よ
く
健

闘
し
ま
し
た
」
と
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
部
員

大
分
陽
柳
会

　
会
長
　
深
野
　
義
泰

　

昨
年
五
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
第
十
九
回

福
岡
地
区
陽
柳
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
竹
島

前
会
長
か
ら
会
長
職
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
村
上

で
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
母
校
並
び
に
同

窓
会
の
発
展
に
向
け
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
久
し
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
総
会
に
は
伊
藤
陽
柳
会
会
長
を
は
じ

め
三
名
の
ご
来
賓
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
総

勢
五
十
七
名
の
ご
出
席
の
も
と
、
総
会
、
懇

親
会
を
盛
会
の
う
ち
に
終
え
、
大
い
に
旧
交

を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
に
は
池
邉
校
長
か
ら
母
校
の

後
輩
諸
君
の
活
躍
ぶ
り
を
お
伺
い
し
、
日
田

市
の
石
橋
商
工
観
光
部
長
か
ら
故
郷
の
近
況

を
ご
報
告
い
た
だ
き
、
大
変
頼
も
し
く
感
じ

ま
し
た
。

　

八
月
に
は
日
田
市
で
開
催
さ
れ
た
陽
柳
会

総
会
に
も
福
岡
地
区
を
代
表
し
て
参
加
い
た

し
ま
し
た
が
、
関
東
・
関
西
を
は
じ
め
各
地

か
ら
ご
参
加
の
皆
様
や
同
級
生
と
も
交
歓
す

る
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
郷
里
、
母
校
そ
し
て
陽
柳
会
の

発
展
に
向
け
行
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

福
岡
地
区
陽
柳
会�

　
会
長
　
村
上
　
英
之

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

少
子
・
超
高
齢
化
社
会
に
加
え
地
域
格
差
も

進
行
し
、
本
校
の
ク
ラ
ス
及
び
生
徒
数
の
減
少

は
、
時
代
の
趨
勢
と
は
い
え
止
め
よ
う
も
な
い

明
ら
か
な
事
実
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
や
私
た

ち
の
在
校
時
の
六
割
以
下
と
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
念
頭
に
入
れ
て
私
た
ち

も
今
後
の
支
部
運
営
を
考
慮
す
れ
ば
、
現
在
で

も
財
政
面
で
の
脆
弱
性
は
払
し
ょ
く
さ
れ
て
い

な
い
中
で
会
費
な
ど
の
収
入
減
少
に
加
え
て
、

積
年
の
課
題
で
あ
る
五
〇
歳
代
以
下
の
参
加
率

の
低
さ
か
ら
想
定
さ
れ
る
先
行
き
不
安
が
一
層

募
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
多
分
他
の
支
部
で
も

同
様
に
苦
悩
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

支
部
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消
す
る
た

め
に
は
、
同
窓
会
組
織
の
魅
力
づ
く
り
と
そ
の

情
報
発
信
な
ど
新
た
な
実
現
可
能
な
取
り
組
み

を
模
索
し
て
い
る
最
中
で
す
。
何
卒
、
会
員
皆

様
の
ご
助
言
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

玖
珠
支
部支部

長
　
武
石
　
啓
治

　

陽
柳
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
二
〇
二
四
年
の
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　

昨
年
、
九
月
に
陽
柳
会
日
田
市
役
所
支
部
会

長
に
就
任
し
ま
し
た
、三
十
六
回
生
（
一
九
八
三

年
度
卒
業
）
の
髙
倉
保
徳
で
す
。
二
〇
〇
五
年

の
市
町
村
合
併
前
の
旧
天
瀬
町
か
ら
行
政
職
に

身
を
置
き
三
十
五
年
と
な
り
ま
す
が
、
先
代
会

長
の
皆
様
方
と
は
異
な
り
、
実
力
も
実
績
も
足

り
な
い
こ
と
は
重
々
承
知
の
上
で
、
少
し
で
も

母
校
及
び
陽
柳
会
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
の

思
い
か
ら
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

若
輩
者
で
す
が
、
精
一
杯
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
も
多
く
の
出
来
事
が
国
内
外
で
起
こ

る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
五
類
移
行
に

よ
る
解
放
感
は
、
外
出
の
た
び
に
平
常
を
実

感
で
き
、
こ
れ
ら
を
凌
駕
す
る
程
の
大
変
大

き
な
事
柄
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
人
々
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
多
様
化
も
必
然
の
流
れ
と
は
言
え
、
一

気
に
加
速
し
た
感
が
あ
り
、
新
た
に
顕
在
化

し
た
諸
課
題
に
対
し
て
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
く
こ
と
は
、
決
し
て
容
易
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
学
び
を
基

礎
と
し
な
が
ら
、
自
己
研
鑽
を
重
ね
、
直
往

邁
進
し
て
い
け
る
一
年
と
し
た
い
で
す
。

日
田
市
役
所
支
部

会
長
　
髙
倉
　
保
徳

畑
は
、
い
つ
も
、〝
そ
の
笑
顔
〟
が
あ
っ
て
、
ま

さ
に
「
集
中
力
」
の
権
化
で
も
あ
り
、
良
き
演

出
者
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
高
校
生
活
に
輝
き
を
与
え
て
く
れ

た
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
、
あ
り
が
と
う
。

　

一
緒
に
輝
い
た
我
が
高
校
生
活
、
万
歳
！

　
「
高
校
三
年
生
」
と
い
う
歌
が
、
全
国
的
に
大

流
行
し
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
七
、八
年
後
の
こ
と

で
し
た
。

十
名
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
て
お
り
寂
し
い
も
の
で
す
。

　

わ
が
母
校
は
文
武
両
道
を
掲
げ
先
輩
の
方
々

が
延
々
と
伝
統
を
繋
い
で
き
ま
し
た
。
後
輩
に

は
、
あ
の
強
い
日
田
高
野
球
部
に
戻
っ
て
欲
し

い
と
望
む
ば
か
り
で
す
。
新
入
生
の
入
部
を
期

待
し
て
伝
統
あ
る
日
田
高
野
球
部
を
繋
げ
て
も

ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

日田・中央一番街 Tel23-1111 

スポーツ !! 学生服 !! 

ヤングライフ 
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日田市大字二串765-1
☎ 0 9 7 3 - 2 4 - 2 7 4 5

〒877-0015　日田市中央一丁目5-4
TEL 24-4155  FAX 24-2418

松浦クリニック
院長　松浦　達雄

診療科目 内科・呼吸器科・アレルギー科

おかげさまで
『創業58周年』

つねに環境造りを考える

不二水道

日田市城町１丁目８番46号
TEL 0973(22)6265  FAX 0973(24)4903
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昨
年
の
関
東
陽
柳
会
の
総
会
・
懇
親
会
の
幹

事
（
三
十
一
回
生
、
一
九
七
九
年
三
月
卒
業
）

と
し
て
一
言
記
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
還
暦
を
迎

え
た
年
次
が
幹
事
役
を
担
う
こ
と
で
横
の
団
結

力
を
高
め
る
効
果
も
期
待
し
た
仕
組
み
だ
と
認

識
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
二
回
休
止

と
な
り
、
六
十
二
～
六
十
三
歳
で
担
う
事
と
な

り
ま
し
た
。
昨
年
再
開
し
た
際
の
三
十
回
生
の

大
活
躍
を
見
て
い
た
だ
け
に
我
が
年
次
も
奮
起

す
べ
き
と
考
え
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
飲
み
会
や

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
（
応
援
団
）
の
結
成
も
あ

り
何
と
か
十
四
名
が
参
画
し
、
改
め
て
同
期
の

絆
を
痛
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
に
は

日
田
で
育
ん
だ
友
と
の
交
流
を
求
め
て
山
口
か

ら
参
加
し
て
く
れ
た
仲
間
も
お
り
、
そ
の
思
い
・

活
力
に
感
謝
感
激
し
ま
し
た
。

　

高
齢
化
で
必
ず
し
も
還
暦
が
節
目
に
な
る
と

も
思
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
交
流
の
切
っ

掛
け
と
な
っ
た
幹
事
の
仕
組
み
を
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
で
、
今
後
も
横
と
縦
の
糸
を
紡
い
で

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ほ
ぼ
毎
日
、
日
田
高

同
窓
生
と
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
や
り
取
り
で
色
々

な
日
田
の
話
題
が
飛
び
交
い
、
い
つ
で
も
会

話
に
参
加
で
き
る
環
境
に
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
道
具
も
活
用
し
つ
つ
リ
ア
ル
空

間
で
の
コ
ト
の
共
有
に
よ
り
互
い
が
楽
し
め

る
交
流
の
輪
を
拡
げ
て
行
き
た
い
と
感
じ
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
し
て
い
た
第
十
九
回
福
岡

地
区
陽
柳
会
の
総
会
が
、
昨
年
五
月
に
久
し
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
伊
藤
会
長
、
池
邉
校

長
な
ど
来
賓
の
方
々
を
含
め
約
六
十
名
の
参
加

で
し
た
。
福
岡
地
区
陽
柳
会
は
、
二
年
毎
、

川
開
き
観
光
祭
の
時
期
に
開
催
し
互
い
の
近

況
や
郷
里
日
田
の
話
題
な
ど
で
楽
し
い
一
時

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
総
会
の
折
に
「
創
立

一
〇
〇
周
年
記
念
誌
」
を
入
手
し
大
変
懐
か

し
く
見
ま
し
た
。
学
校
全
体
の
航
空
写
真
が

あ
り
、
卒
業
後
半
世
紀
以
上
経
過
し
、
新
し

い
校
舎
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
大
き
く
変
貌
し

て
お
り
驚
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
田
の
話
題
は
、
日
本
最
高
気
温

を
記
録
し
た
と
か
、
台
風
時
の
大
水
害
の
時

ぐ
ら
い
し
か
全
国
ニ
ュ
ー
ス
に
流
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ら
を
耳
に
し
て
も
、
遠
い
昔
の
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
先
日
、
親
戚
の
法
事
の

為
、
久
し
ぶ
り
に
日
田
駅
に
行
き
ま
し
た
。

駅
舎
も
駅
前
広
場
も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
、

諌
山
先
生
作
の
「
進
撃
の
巨
人
」
の
像
が
あ

り
、
随
分
変
わ
っ
た
と
い
う
印
象
で
し
た
。

法
事
に
出
席
し
た
方
も
全
員
が
日
田
高
卒
業

生
で
、
当
時
の
先
生
の
話
な
ど
で
随
分
賑
や

か
で
し
た
。
わ
ず
か
三
年
間
で
し
た
が
、
そ

の
時
代
と
場
所
を
共
に
過
ご
し
た
こ
と
は
事

実
で
あ
り
貴
重
な
思
い
出
で
す
。
ま
さ
に
青

春
時
代
で
し
た
が
、「
…
あ
と
か
ら
し
み
じ

み
思
う
も
の
…
」（
青
春
時
代
の
歌
詞
か
ら
）

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
母
校
は
創
立

一
〇
〇
年
を
過
ぎ
て
、
次
の
時
代
に
向
か
っ

て
、
郷
土
日
田
の
発
展
は
自
分
達
が
荷
う
と

い
う
決
意
で
、
Ｏ
Ｂ
と
共
に
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
困
難
な
時
代
で
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
改
善
・
改
革
は
必
要
で
す
。

S S H 紹 介
　私がSSクラスに興味を持ったきっかけ
は、研修や活動が様々あることです。分
野を問わず色々な場所に行くことで、新
たな学びがあるだけでなく、視野を広げ
ることもできると思い、SSクラスに進むことに決めました。
　SSクラスでは各々の個性を活かしながら、研究活動に
励み、楽しく過ごしています。私は、佐伯鶴城高校の生
徒と合同で、「宇宙食」を大きなテーマに課題研究を行っ
ています。
　現在、宇宙食には宇宙に持っていくのに費用が高いな
ど課題が沢山あります。そこで、「持続可能な宇宙食」を
テーマに菌があれば繰り返し作ることのできるヨーグルト
を作成することができれば、コスト削減できるのではと考
え、ISS（国際宇宙ステーション）内で発酵させるための
研究をしています。ISS内の菌の保有に関する制限が厳し
いため、牛乳ではなく宇宙食認定されている粉ミルクを使
うなど、宇宙で発酵させる条件をクリアさせるのは大変で
すが、試行錯誤する過程がとても楽しいです。
　これからも、進路達成や研究の成功に向けて助け合い、
仲間と共に乗り越えていきたいと思います。
� ２年　長尾日菜子

同
窓
生
便
り

　

陽
柳
会
員
の
皆

様
、
ま
す
ま
す
ご

清
栄
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
定
時
制
へ
の

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

七
十
四
年
目
を
迎
え
た
定
時
制
は
、
教
職

員
十
九
名
と
県
下
の
夜
間
定
時
制
で
最
も
多

い
全
校
生
徒
五
十
七
名
（
一
年
十
六
名
、
二

年
十
四
名
、
三
年
十
六
名
、
四
年
十
一
名
）

で
日
々
の
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近

年
の
生
徒
数
増
加
も
学
校
目
標
の
「
誇
り
高

く
、
あ
し
た
を
ひ
ら
く
心
豊
か
で
た
く
ま
し

い
人
間
を
育
成
す
る
」
の
も
と
、
生
徒
に
寄

り
添
い
心
温
か
く
も
厳
し
い
教
職
員
の
指
導

と
同
窓
生
や
教
育
振
興
会
を
は
じ
め
地
域
の

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
定
通
制
体
育
大
会
で
は
、
卓

球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
陸
上
の
総
勢
八
名
が

全
国
大
会
に
出
場
し
、
卓
球
と
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
が
団
体
ベ
ス
ト
十
六
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
ま
た
、
二
十
年
以
上
続
く
体
育
祭
で
の

太
鼓
指
導
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
龍
神
太
鼓

様
と
岳
滅
鬼
太
鼓
様
の
二
団
体
が
大
分
県
教

育
奨
励
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
教
職
員
一
同
、
県
西
部
唯
一
の

定
時
制
と
し
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
を
大
切

に
す
る
教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
今

後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
逆
順
」�

１
年　

野
元　

孝
通

教
頭
　
伊
達
　
博
之

定
時
制

高
三
十
一
回
生
（
昭
和
54
年
卒
業
）

関
東
陽
柳
会
　
伊
藤
　
正

高
十
二
回
生
（
昭
和
35
年
卒
業
）

福
岡
地
区
陽
柳
会
　
石
井
　
拓

大分県日田市中本町６－６
TEL 0973-22-5101

後　藤　孝　之

和食・中華・イタリアン・ふぐ

大衆料理

大分県日田市竹田新町2-48
TEL 0973-24-6270
FAX 0973-23-2810

医療法人社団　知　心　会 

一ノ宮脳神経外科病院 

理事長　一ノ宮  知典  

赤司ようかん

日田市豆田町８-15
電話 0973-22-2240
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◎体育の部

ボ ー ト 部

全九州総体　出場（４クルー）
国体九州ブロック出場
　（県選抜　男子舵手付クォドルプル九州３位）
インターハイ出場（男女舵手付クォドルプル）
選抜九州地区予選
　男子舵手付クォドルプル優勝
　　（３月全国選抜大会への出場権獲得）
　女子舵手付クォドルプル３位
　　（３月全国選抜大会への出場権獲得）

弓 道 部

全九州総体　出場
インターハイ出場（女子団体）
女子団体　予選　�24射中17中１位通過（個人予選を兼ねる）
　　　　　決勝６チームリーグ　１位
　　　　　（12月全国選抜大会への出場権獲得）
女子個人　遠近法　２位入賞
　　　　　（12月全国選抜大会への出場権獲得）

剣 道 部 九州大会出場（個人）
水 泳 部

（郊外部活動） 九州大会出場（個人）

◎文化の部
家 庭 ク ラ ブ 第71回全国高等学校家庭クラブ研究発表大会

　文部科学大臣賞

器 楽 部

第19回南九州小編成吹奏楽コンテスト熊本大会　銀賞
第60回大分県吹奏楽コンクール
　高等学校小編成の部　金賞
第73回大分県高等学校音楽コンクール
　ピアノ部門　銀賞（個人）

音 楽 部 第78回九州合唱コンクール大分県大会　銅賞

書 道 部 全国高校書道展　特選（個人）
高文連席上揮毫大会　臨書の部　推奨（個人）

美 術 部 美術スケッチ大会　推奨（個人）

◎高校総体
弓道（団体） 男子　予選まで　　

女子　★優勝（北海道インターハイ　九州大会出場）
ローイング
（ボート）

男女　舵手付クォドルプル
★優勝（北海道インターハイ　九州大会出場）
男子２名　個人２位（九州大会）

卓球 男女団体　ベスト８
陸上 個人女子100ｍハードル　８位
ソフトテニス 男女団体　２回戦まで
ラグビー １回戦　＊合同
サッカー １，２回戦突破　３回戦まで
バレー 男女とも　２回戦まで
バスケットボール 女子　ベスト16　　男子　第３位（予選全勝）
剣道 男子団体　予選突破　決勝リーグ第４位

個人２名ベスト８
女子団体　２回戦まで　個人１名ベスト16

野球 第105回選手権　１回戦まで　＊合同
校外部 水泳　個人２名（標準記録突破　九州大会へ）

バドミントン　空手　フェンシング　県大会出場

部 活 動 紹 介 　令和５年度　部活動戦績等

◆2023年度入試の主な合格実績　（既卒を含む）

◆大学種別合格延べ数

（揮毫　日田高校書道部）

　2023年３月卒業75回生は、導入３年目で幾分安定を見せた「大学入
学共通テスト」第３回目（３年目）世代に当たり、難易度が激しく乱
高下した過去２年の73・74回生とは異なり、比較的落ち着いた受験の
出来る年だったと総括できると思います。とは言えその「大学入学共
通テスト」会場は、県立看護科学大か大分大、又は別府市内の大学何
れかが続いていたこれまでから一転し、大分市東部にある日本文理大
での受験となりました。
　かくして県西端の日田からは遠く不慣れな場所での「共通テスト」
受験とはなりましたが、細部まで行き届いた会場大学側の配慮も追い
風となり、総じて75回生大半は培った努力を存分に発揮してくれたと
言えます。その後の国公立大二次試験、或いはその他各個別試験も含
めた全体結果として、75回生は国立大医学部医学科（２名）をはじめ
九州大・熊本大薬学部等難関大へも多数合格し、また私大等入試でも
苦戦必至の情勢を覆しての合格が例年以上に多く、後から続く76・77
回生たちを大いに勇気づける見事な好結果を残してくれました。在籍
職員側としても、その大きな大きな事実に対し、最大限の賛辞と感謝
を伝えたいと感じています。
　卒業生の皆様におかれましては、今後とも後輩たちの頑張りに温か
い声援を賜りますよう、お願いいたします。
� （進路指導主任　高木　匠）

2021年度入試 2022年度入試 2023年度入試
国 公 立 大 学 9 2 9 3 1 0 2
私 立 大 学 2 2 3 2 4 9 2 2 1
短 大 1 9 1 7 1 5
看 護 ・ 衛 生 2 4 1 8 8
準 大 学 ・ 各 種 2 0 3 4 1 4

主 な 国 立 大 学
横浜国立大 1
滋賀大 1
和歌山大 1
岡山大 1
山口大 4
九州大 6
佐賀大（医１含む） 3
長崎大 6
熊本大（薬１含む） 14
大分大（医１含む） 10
宮崎大 3
鹿児島大 5

主 な 公 立 大 学
山口県立大 3
北九州市立大 4
福岡県立大 1

福岡女子大 1
長崎県立大 8
熊本県立大 1
大分県立看護科学大 4
宮崎県立看護大 1
宮崎公立大 2

主 な 私 立 大 学
国際医療福祉大 3
青山学院大 1
明治大 2
立教大 2
日本大 2
同志社大 6
関西学院大 2
近畿大 8
西南学院大 6
福岡大 39

　（一部抜粋）

測量用材総合メーカー

大分営業所
所　長

J I S B 7914-2
TCO 810002

大分営業所 /〒877-0082　大分県日田市大字渡里 74-1
 TEL 0973-24-9782   FAX 0973-22-9300
HP：http://www.kakumaru.jp/ mail：kakumaru-oita@bz03.plala.or.jp
本　　　社 /〒814-0104　福岡市城南区別府 3 丁目 17-17
 TEL 092-851-5656   FAX 092-831-8405
東京営業所 /〒101-0041　東京都千代田区神田須田町 2-19-25-1F
 TEL 03-6206-8311   FAX 03-6206-8312
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 エース電設
伊東薬局
上野店
日ノ出町店

日田市上野町598-3

日田市日ノ出町22-1

ITOH PHARMACY SINCE1904

伊東薬局日ノ出町店 検索

健康お役立ち情報を発信中！

すべての医療機関の処方箋を受け付けております

株株式式会会社社伊伊東東薬薬局局 代代表表取取締締役役  伊伊東東  昭昭彦彦

Follow me!



陽柳会報（8）

　平成29年７月九州北部豪雨によって被災したJR日田彦山線。被災後のJR日田彦山線について、
鉄道復旧、廃止、代替え交通等、市民含め関係者で協議を重ねてきましたが、令和２年７月に
同区間のBRT化が正式に決定されました。
　そして、令和５年８月28日（月）、JR日田彦山線　添田駅～夜明・日田駅間（約40km）が、
バス高速輸送システム「日田彦山線BRTひこぼしライン」として開業されました。
　「ひと、地域、みらいにやさしい」をコンセプトに、利用客、地域の人びと、そして環境にも「や
さしい」交通機関であると共に、緑豊かな沿線の未来を優しくつなげるBRTを目指して、現在
電気バスを含む６台のバスが、鉄道跡を利用した専用道路と一般道を走行しています。
　「ともに輝く」という想いを込めたロゴマークを先頭に、「ひこぼし」が添
田町から日田市を駆け抜け、照らした道が「ひと・モノ・コト」をつなぐ線・
ラインとなり、地域に新たな魅力・輝きを創り出すことを想いながら毎日運
行しています。
　新幹線に乗る為、小倉駅まで雪景色を見ながら、JR日田彦山線で３時間
近くかけて乗車した学生時代を懐かしく思い出していました。
　全国各地の同窓生の皆様、機会がありましたら、是非、やさしい「ひ
こぼしライン」に乗って、あの頃の風景を重ねながら、そして新たな魅
力と輝きを発見しながら、故郷日田の地までお越しくださいませ。心よ
りお待ちしています。
（JR九州「ひこぼしライン」https://www.jrkyushu.co.jp/train/hikoboshiline/）

ひたふるさと便りひたふるさと便り
JR日田彦山線BRT「ひこぼしライン」開業JR日田彦山線BRT「ひこぼしライン」開業
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代表取締役　佐 々 木 美 徳 （高校 34 回）

日田市元町１３-１  JR 日田駅前
☎ 0 9 7 3 - 2 4 - 4 3 6 6

〒877-0025　日田市田島 1 丁目 10 番 21 号
TEL 0973-22-6141　FAX 0973-22-1688

株式会社諌山工務所
代表取締役　伊 藤 哲 司 （高校 30 回）

「技術と信頼、自然との調和」

kazahaya

〒877-0005 
大分県日田市豆田町8-25 tel .0973-22-2113  fax.0973-28-5721

Tokikoso


